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表1．対 象  














性別  男性7名 女性3名  
平均年齢  63．6歳（34～86歳）  
平均治療期間  42．3日（9～59日）  
疾患  腰椎椎間板症3名 脊柱管狭窄症2名  
腰椎ヒり症1名 二分脊椎症1名   
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また，SLRテストにおいて76．1度から83．6度に  
改善がみられた。  
考 察  
温泉の作用として温熱作用，物理作用，化学薬  







痛を軽減するものと考えられる。   













1．温泉療法をうけた患者10名に対してSF－36を   
用いてQOIJ評価を行った。  
2．社会生活機能，日常役割機能（精神）を除く   
6項目において上昇がみられた。  
3．PCSは41．1から43．8へ，MCSは49．1から51．0   
へ上昇した ことより，身体・精神面ともに効   
果があると考えられた。  
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療法前  療法後  
PCS（身体的健康度）41．1 43．8   
MCS（精神的健康度）49．1 51．0  
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We have recently regarded the QOL as an im- 
portant index in the treatment of disease. SF-36 
is a measure of HRQOL made as an interna- 
tional standard. We investigated the QOL in 
LBP patients who underwent rehabiritation in 
our hospital using SF-36. We calculated PCS 
and MCS of SF-36. PCS went up from 41.1 to 
43.6. MCS went up from 49.1 to 51.0. The 
spa therapy for LBP patients was effective. 
